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第２１回庄内南部地区合併協議会 会議録 
 

○日  時  平成１６年６月２５日（金）午後２時２８分～ 

○場  所  藤島町中央公民館 大ホール 

○次  第 

 １ 開    会 

 ２ 会長あいさつ 

 ３ 議 事 

  (1) 報告事項 

     ・意見、要望等はがきの実施結果について 

  (2) 新市の名称について 

  (3) 地域審議会の設置について 

  (4) 議案第１６号 平成１５年度庄内南部地区合併協議会歳入歳出決算について 

  (5) その他 

 ４ 閉 会 

○出席委員等 
役職名 区  分 氏  名 役職名 区  分 氏  名 

会 長  鶴岡市長 富塚 陽一 委 員  町長 阿部 昇司 

副会長  羽黒町長 中村 博信 委 員 
藤 
 議長 齋藤  久 

副会長  鶴岡市議会議長 榎本 政規 委 員 島  議員 押井 喜一 

副会長  温海町議会議長 佐藤甚一郎 委 員  識見を有する者 冨樫 達喜 
委 員  議員 斎藤 助夫 委 員 

町 
 識見を有する者 伊藤  忠 

委 員 
鶴 
 議員 本城 昭一 委 員 羽  議長 山口  猛 

委 員  助役 芳賀  肇 委 員  議員 冨樫 栄一 

委 員 
岡 
 識見を有する者 大瀧 常雄 委 員 

黒 
 識見を有する者 呼野 祝二 

委 員  識見を有する者 竹内 峰子 委 員 町  識見を有する者 高橋  澤 
委 員 
市 
 識見を有する者 菅原 一浩  
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役職名 区  分 氏  名 役職名 区  分 氏  名 

委 員  町長 難波 玉記 委 員  村長 佐藤 征勝 

委 員 
櫛 
 議長 菅原  元 委 員 

朝 
 議長 進藤  篤 

委 員 引  議員 遠藤 純夫 委 員 日  議員 井上 時夫 

委 員  識見を有する者 長南 源一 委 員  識見を有する者 田村 作美 
委 員 
町 
 識見を有する者 前田 藤吉 委 員 

村 
 識見を有する者 渡部 長和 

委 員  町長 阿部  誠 委 員 温  町長 佐藤 正明 

委 員 
三 
 議長 佐藤  均 委 員 海  議員 富樫 栄一 

委 員 川  議員 成田 光雄 委 員 町  識見を有する者 齋藤 金一 
委 員  識見を有する者 鈴木多右ェ門 監査委員  朝日村監査委員 難波 鉄雄 
委 員 
町 
 識見を有する者 鈴木 正士 監査委員  羽黒町監査委員 清野  均 

会長・委員 ３７名  監査委員２名 
 
○欠席委員  佐藤喜久子委員 
 
○出席幹事職員 
所 属 ・ 職 名 氏  名 所 属 ・ 職 名 氏  名 

 鶴岡市総務部合併対策室長 佐藤 智志 櫛引町市町村合併対策室合併対策主幹 佐久間忠勝 
     〃    総務課長 石塚 治人  三川町企画課長 三浦 久次 

     〃   調査計画主幹 斎藤 雅文  朝日村市町村合併対策室長 佐藤 靖法 
 藤島町企画課長兼合併対策室長 半澤 正昭  温海町企画観光商工課長 川畑  仁 
 羽黒町企画商工課長 金野 和夫  

 
○出席事務局職員 
役  職  名 氏  名 役  職  名 氏  名 

 事務局長 芳賀  肇  調査計画主査 今野 勝吉 

 事務局次長 佐藤 智志  調査計画主査 鈴木金右ェ門 
 総務課長 石塚 治人  調査計画主査 本間 光夫 
 調査計画主幹 斎藤 雅文  総務係長 渡部  功 

 総務主査 成田  弘  調査計画係長 柳生  晃 

 総務主査 吉住 光正  主事 伊藤 弘治 

 調査計画主査 土田 宏一   
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１ 開   会（午後２時２８分） 

〇芳賀 肇事務局長 定刻前でございますけれども、全員おそろいになりましたので、

ただ今から第２１回庄内南部地区合併協議会を開会いたします。 

 

２ 会長あいさつ 

〇芳賀 肇事務局長 初めに、会長よりごあいさつをお願いいたします。 

 

〇富塚陽一会長 本日は、皆様には何かとご多忙のところをご参集いただきまして、誠

にありがとうございます。 

過般の台風でありますが、被害も見られまして、特に被害の大きい被災地にはお見

舞い申し上げましたし、心配もいたしましたとともに、我々地元にも多少被害があっ

たようでありまして、回復、復興されますことをお願いします。しかし、大規模な災

害にならなかったということは、それはそれなりに一応胸をなでおろすようなことも

ありまして、これからも警戒をおさおさ怠りなく行政としても対応してまいりたいと

思っております。 

  まず、きょうの会合につきましては、藤島の町長さん、藤島のご当局にはいろいろ

ご面倒をおかけしまして、誠にありがとうございます。第２１回の合併協議会をこの

ように開催させていただき、そしてまた各市町村とも６月定例会では、合併に関しま

していろいろ活発なご議論があったように伺っております。住民の皆さんも一層関心

を深めていただいているというふうなことも漏れ承りまして、各々のご尽力、ご高配

に深く敬意を表し、これからいずれにしても地域のために良かれというふうなご意向

の下にいろいろご発言、ご心配をかけていることと思いまして、その点は厚く御礼を

申し上げたいと存じます。大変ご苦労をおかけいたしました。 

  いろいろ状況も不確定なところがありますけれども、例えば財政事情にいたします

と、私どもかつて総務大臣が違例の各市町村自治体に対する通達を出したことも珍し

いわけでありまして、ことほどさように国、地方挙げて財政事情が逼迫をしていると

いうことについては、改めてそんなひどいのかなというふうに私も思っておりますが、

この点につきましても、いかなる状況にありましても、住民の皆さんのためのサービ

スの充実には、今後とも一層気を引き締めて対応してまいらなければならないという

ふうに、総務大臣の通達を拝読しながら改めて痛感させられたところでございます。

これからの新しい政府の予算編成につきまして、特に大臣の通達は国庫補助金の削減

とそれに伴う税源の移譲ということが一つの方針としてありますけれども、問題は私

たちは何を削られ、どういう財源を具体的に移譲されるのかという具体的な中身がわ

からない限りは、なかなかそうですかと言うわけにもいかないわけでありますけれど

も、私どもも自治体単体、所属中央団体としてこれからも誠心誠意頑張っていきたい

と思いますが、皆様におかれましても、それぞれのお立場から何とぞ中央、地方財政

のために過度な割を食うことのないようにご協力を賜りますようにお願い申し上げた

いと存じます。 

  さて、きょうの会合でありますけれども、次第でご案内申し上げているとおりでご

ざいます。それぞれこれから会の進行に従いましてお諮りをさせていただきますけれ

ども、とにかく法令自体いく分の改正はあったようでありますけれども、どちらにし

ても合併の具体的な決定につきましては、年度内というふうなことは変わらないよう
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でありますので、そうしたことを踏まえまして、議案の提出を前回申し上げましたと

おり９月定例会でまず提案するのが妥当でないかというふうに存じており、大方その

ことに対してはご理解をいただいたように私思っておりますけれども、そういったこ

とを踏まえつついろいろ協議についてさらに進めさせていただきたいというふうに思

っておりますので、どうぞこれからもご協力、ご協議賜りますようにお願い申し上げ

ます。 

  簡単でありますけれども、ごあいさつにさせていただきます。 

 

３ 議   事 

（１）報告事項 

   ・意見、要望はがきの実施結果について 

〇芳賀 肇事務局長 それでは、早速議事のほうに入らせていただきたいと思います。 

  議長のほうを会長よりよろしくお願いいたします。 

 

〇富塚陽一会長 それでは、次第に従いまして進行させていただきます。よろしくお願

いいたします。 

  まず、報告事項として、意見、要望等はがきの実施結果について事務局から説明し

てください。 

 

〇石塚治人事務局総務課長 お手元の意見、要望等はがき提出状況と大きな字で書いて

ある資料でございます。 

  ４月２５日の開催でありましたけれども、第１９回の合併協議会で、住民から市町

村合併についての意見、要望等をお聞きするはがきを７市町村の全世帯に配布すると

いうことでご決定をいただいております。４月の下旬から５月上旬にかけまして、全

４万８，０００世帯に配布したものでございます。期限としまして、５月いっぱいと

いうことで設定しておりましたけれども、その分をお手元の資料のとおり集約、集計

を行いましたので、ご報告を申し上げます。 

  まず、１ページ、提出されましたはがきの件数でございます。意見、要望等の記入

のあるものが鶴岡市が３３２、藤島町が４６、羽黒町が１９、櫛引町４８５、三川町

３６、朝日村１７、温海町２３、あと居住地が不明なものが１１で、合わせて９６９

件でございまして、世帯数に対する割合は２．０％でございました。櫛引町さんのほ

うでは、地区で回収に当たられたというようなことがございまして、大変多くの提出

をいただいております。 

  このほか下のほうに参考ということで記載しておりますけれども、例えば居住地を

丸で囲んだだけといったような意見、要望等の記入がない、いわば白紙というような

ものも合わせて２１８ございまして、これらも含めれば総提出件数は１，１８７件、

割合として２．４％となるものでございます。 

  それでは、２ページのほうをお開きいただきたいと思います。はがきでは、特段質

問事項を設けるといったようなことではなく、自由に意見、要望等を書いていただく

ということにいたしましたので、非常に多岐にわたってさまざまな事柄に非常に参考

になる意見を多くいただいております。自由記入方式ということではございますけれ

ども、一定の集約をするというふうなことで、要望、意見等の内容を分類いたしまし
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て、集計をしましたのがこの表でございます。 

  比較的多かったものをいくつか申し上げますと、一番最初のサービスの確保や改善、

充実、また負担増とならないといったようなことを望むものが１８４に上っておりま

して、合併によって生活に大きな影響が生じないといったようなことを望む意見が非

常に多くなっております。 

  また、三つ目の職員、議員の削減、人件費削減を望むものが５９、その下の行財政

改革、組織の合理化を望むものが４３と、改革を求める意見も多くなっております。 

  続いて、地域の特色や文化の継承を望むものが３６、地域格差のない均衡の取れた

発展を望むものが４１といったようなことで、地域を重視したまちづくりを望むもの

も多くなっております。 

  さらに、三つほど下のほうにまいりまして、公共施設や生活環境の整備、改善を望

むといったものが３５ございまして、施設の新設改良や周辺環境美化、こういったも

のも望まれております。 

  右側の３ページのほうにまいりまして、一番上でございますが、合併に賛成といっ

たようなこと、あるいは新市の名称につきまして望む名称を記載したものと、あとほ

かには特段意見等に記載がないといったものが２７４ございます。こういったものが

一番多かったということであります。 

その下に名称の公募を望むものということで、これが２４ありますし、またもう一

つ下の現在の町村名を残すのがいいというのが３６でございました。 

中ほどのところに合併についての説明、理解がなお必要だというのが５６ございま

した。 

また、合併について否定的に考えているというふうに思われるものとしましては、

下から三つ目のところに合併に反対するものということで１３０、その下の合併は不

安、あるいは疑問とするものが２８といったような状態でございました。 

  意見内容につきましては、以上でございます。 

  次に、４ページをお開き願います。特に新市の名称につきまして集計を取っており

ます。意見をお寄せいただきました９８９人のうち半数の４８１人の方が望む名称と

いうようなことで記入をいただいております。一番多かったのが最初の「鶴岡市」で

ございまして、合計で３２３、６７．２％でございます。７市町村とも「鶴岡市」と

いうのがいずれにおいても多いと、最多というふうなことになっております。あとほ

かの名称でこれに並ぶといったようなのがない状態でございまして、２番目に多い「庄

内市」といったところでも２０人という状況でございます。その他の名称につきまし

ては、集計結果をご覧いただきたいというふうに思います。 

  なお、いただいた意見、要望等の取り扱いでございますけれども、それらの中で事

務事業調整だとか、新市の建設計画、また組織機構などに対する具体的な提言等、こ

ういったものを選び出しまして、今後これをどのように検討していくかといったよう

なことをそれぞれ専門部会、分科会のほうで整理を行っているということでございま

す。次回の合併協議会におきまして、そういった具体的に提言いただきましたものに

つきまして、その取り扱いも含めてご報告をいたしたいということで考えています。 

  以上でございます。 

 

〇富塚陽一会長 取りまとめの報告でございますので、ご異存はないとは思いますが、
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何かご質問ございましたらどうぞ。 

  特に調査につきましては、ご当局が大変住民会の方にご苦労をおかけしたようであ

りますが、それぞれ熱心にお書きいただいた住民の皆さんに改めて感謝を申し上げた

いと思います。事務局のほうでもこれからの課題について抽象的な表現で書かざるを

得ないという感じのところも、具体的にどういうことを理屈をつけねばならないかと

いうようなご注意をいただいた点が少なからずありましたので、担当が申し上げたと

おり、大変参考になったというふうに言っておりました。そのように私も思いまして、

関係住民の方に重ね重ね厚く御礼を申し上げたいと思います。これからまとめにつき

まして、もっとさまざまな機会にご意見をいただくことがあろうと思いますけれども、

抽象的な表現を具体的な中身を含意としてぜひとも参考にして取り扱うということに

するだろうと思いますので、感謝を申し上げます。何もご意見なければ、これはこれ

でご了承いただくことにしてよろしゅうございますか。 

 

  （「はい。」という声あり） 

 

〇富塚陽一会長 事実は事実ですので、ご了承いただきたいと思います。 

 

（２）新市の名称について 

〇富塚陽一会長 次に進みまして、新市の名称についてでございます。これにつきまし

ては、いろいろ経過がありましたけども、議論をさらに進めるという趣旨から、前回

の協議会におきまして、運営小委員会で具体的な提案がまとまれば、まとまった時点

でそれを協議会に提案ということについていかがかと申し上げたところ、それに対し

てご異議なくご理解いただいたものと思いますので、きょうその手順を進めさせてい

ただきましたが、その辺のところを事務局説明してください。 

 

〇芳賀 肇事務局長 ただ今会長のほうからお話ありましたとおり、新市の名称につき

ましては、前回の第２０回合併協議会におきまして、協議会の会長、副会長、それに

市町村長を委員とする運営小委員会で原案を検討し、合併協議会に提案することでご

了解をいただいておったものでございます。それで、本日運営小委員会が開催されま

して、新市の名称を「鶴岡市」として提案することについて決定されましたので、ご

報告をさせていただきます。よろしくご協議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

〇富塚陽一会長 事務局からただ今ご報告申し上げましたけれども、きょうは提案とい

うことでありますけれども、運営小委員会でいろいろご協議をしていただいて、この

案件につきましてはこういう形でさらに話を進めさせていただくようにしたいと思っ

ております。本件につきまして何かどうぞどんなご意見でも遠慮なくおっしゃってく

ださい。 

 

〇押井喜一委員 ただ今原案という形でご提案ございました。まず、私ども議会におい

ても、いろんな今までの新市の名称についての協議を重ねてまいったところでありま

す。前回の合併協議会でそういう方向を打ち出したわけですけれども、ただやはりま

だそういったところに納得できないという部分、また町民の多くの考えの中にもそう



 7

した進め方について非常に批判的な部分もございます。ですから、運営小委員会等で

検討された具体的な議論の中身を公にすべきではないか、どのような形でそのように

まとまったのかをやはりきちっと説明する必要があるのではないか、その上で私ども

もその提案についていろいろご議論申し上げたいというふうに考えております。今ま

でもこの協議会では公募ということについて多くの議論があったわけでありますし、

そうした経過を、納得いくというところではやはりその運営小委員会でどういうふう

な議論があって、このような形になったのかという点をまず公にしていただきたいと

いうことでございます。 

 

〇富塚陽一会長 事務局、わかりましたか。何も遠慮なく言っていただいて、会議の経

過を説明してください。 

 

〇芳賀 肇事務局長 先ほどお話申し上げましたとおり、本日午後から運営小委員会が

開催されまして、新市の名称について協議されたところであります。その中で委員長

より、このたびの要望はがきも参考にしながら、新しい市の名称については「鶴岡市」

ということで提案させていただきたいけれどもというお話が最初に出されました。そ

の後に副会長さんであります榎本委員、それから佐藤委員からも発言がありまして、

本日議会議員定数等検討小委員会、これは議員の定数を検討する小委員会であります

けれども、その小委員会の延長線上で協議会という形で開催する中で名称についても

ご協議をいただいたと。その中ではいろいろ意見が分かれておりまして、公募の話も

出ましたし、また今回のはがきのアンケートに対する評価、それの重みについての理

解についても温度差がありましたし、また尊重すべきという意見もあったということ

で、いろいろ議論されたようであります。最終的には、お二方に一任をされたという

ことの中で、本日の運営小委員会の中で「鶴岡市」ということで決定をしていただい

たと、こういう経過があります。 

 

〇富塚陽一会長 そういうことの事務局の報告でどうですか。 

 

〇押井喜一委員 基本的には運営小委員会全員がそういうことで意思決定をされたとい

うふうに受け止めていいかどうか、その辺もお聞きしたいというふうに思います。た

だ、全体で協議された場の状況がどうも一方的な方向に方向づけられてしまったのか

なというふうな思い、残念に思うところもありますけれども、そういった状況につい

てもまだまだ議会でも納得できないという、町民もそういった協議会の進め方に対す

るいろんな批判もあるということも十分我々認識して、これからのいろんな合併の議

論をしなければならないというふうに申し上げたいと思います。 

 

〇富塚陽一会長 押井さんのご意見はご意見として承っておきますが、これは先ほど冒

頭申し上げましたとおり、ここで決めるとかということでなくて、話を具体的に議論

して詰めていくための一つのステップとして、ぼやっとしておくよりは、はっきりし

たほうがいいのでないかということで前回協議会にお諮りをして、そういう取り扱い

をして、話をさらに具体的に進められるような環境をつくるという一連の手続でござ

いますので、ここはひとつご理解をいただきたいと思います。 
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  ほかにどうぞ。 

  なお、今事務局長から説明がありましたように、いろいろまだ団体ごとに議論を尽

くしていないところがあるようなお話もありますので、ぜひ今後引き続きそれぞれの

ところでもご議論いただいて、そしていつまでもこうしているわけにいきませんので、

冒頭ごあいさつで申し上げましたような一連のスケジュールも詰まっておりますので、

ぜひ次回までに一定の結論を出していただくようにご協力をお願い申し上げたいと思

いますので、そういったことでお願い申し上げることで、本件いかがでしょうか、こ

れできょうは、もし何かありましたらどうぞ何でもご意見を出していただいて結構で

すけども、なければそういうふうな取り扱いでよろしいでしょうか。 

 

  （「異議なし。」という声あり） 

 

〇富塚陽一会長 では、そのようなことで、次回までにぜひよろしく、建設的に話が進

むように何とぞご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

（３）地域審議会の設置について 

〇富塚陽一会長 次に、地域審議会の設置についてご審議をお願いいたします。 

  事務局、どうぞ。 

 

〇佐藤智志事務局次長 それでは、地域審議会の設置につきましてご説明申し上げます

ので、配付いたしました資料をご覧いただきたいと思います。 

  このことにつきましては、去る３月の合併協議会におきまして、現行の合併特例法

及び改正合併特例法などに規定をされております制度につきましてご説明をさせてい

ただきました。その後各市町村議会のご検討もいただきまして、さらに検討を重ねる

という取り扱いにいたしているものでございます。本日は、改めて合併特例法第５条

の４の規定に基づく地域審議会の設置につきましてお諮りするものでありますが、地

域審議会の組織、運営など必要な事項につきましては、合併市町村の協議により定め

るとされておりますので、所要の事項につきましてお諮りをさせていただくものでご

ざいます。 

  まず、提案の趣旨でありますが、冒頭に記載いたしておりますけれども、庄内南部

地区の合併に伴いまして、行政区域が広範になることから、合併後の一定期間は現在

の市町村の区域ごとに行政に地域住民の意見を反映させるための制度的な仕組みを整

備するというものでございます。 

  次に、各項目の説明ですが、いずれも基本的な内容により整理いたしておりますが、

１の設置につきましては、この地域審議会につきましては関係市町村の区域ごとにそ

れぞれ設置するというものでございます。 

  ２の設置期間でありますが、前回３月の説明の際には、ここのところを５年にいた

しておりましたけれども、協議会におきましていろいろ強いご意見もいただきました

ので、先の提案を改めまして、設置期間につきましては１０年ということで提案をさ

せていただくものでございます。 

  次に、３の所掌事務でございますが、ご案内のとおり合併特例法には新市が処理す

る当該区域に係る事務につき市長に意見を述べること、及び新市建設計画を変更しよ
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うとするときは、市長はあらかじめ地域審議会に意見を聞かなければならないことが

規定をされております。この規定を受けまして、所掌事務といたしまして、（１）と

して市長の諮問に応じて審議することとして、建設計画の変更でありますとか、その

執行状況、当該地域の振興に関する事項、その他市長が必要と認める事項と定め、ま

た（２）といたしまして、必要と認める事項について、市長に意見を述べることとし

ているものでございます。 

  具体的には、恐縮ですが、次のページをお開き願いたいと思いますけれども、補足

ということで次のページにとじ込んでおりますけれども、ご覧いただきたいと思いま

す。事務局として現時点で想定をいたしております内容でありますが、ただ今申し上

げました建設計画の変更でありますとか、執行状況に加えまして、新市において策定

する総合計画にかかわる基本構想や当該地域の整備方針、これらを含む地域振興全般

に関すること、当該地域の予算及び重要事業、さらには支所におけるサービスの提供、

また新市においては合併特例債を活用いたしまして、地域振興基金を造成すると提案

しておりますけれども、その活用策、こういったことなどにつきまして市長が諮問あ

るいは意見を聞くことなどを想定しているものでございます。 

  次に、また前に戻っていただきまして恐縮でありますが、４の組織でございます。

委員の数は１５人以内といたしまして、当該地域に住所を有する公共的団体等を代表

する者、学識経験者のうちから市長が任命する者とするものであります。具体的に言

えば、これは先ほどの補足、ページを開いていただきまして、補足の２のほう、組織

の欄をご覧いただきたいと思いますけれども、構成市町村によりまして、公共的団体

等の内容は一律ではないというふうに思いますけれども、記載のとおり自治会、町内

会連合組織などの住民自治組織でありますとか、商工観光、農林水産団体、ＰＴＡ、

芸術文化、体育団体などの教育、その他防犯、福祉、青年、婦人団体、あるいはＮＰ

Ｏ法人などが考えられると思います。それぞれの地域の実情に応じて、地域住民の代

表によりまして、住民の多様な意見が適切に反映されるように配慮していく必要があ

ると考えているものでございます。 

  次に、また恐縮ですが、１ページのほうに戻っていただきまして、５、任期及び失

職でございますが、委員の任期は２年といたしまして、再任を妨げないとするもので

ございます。 

  裏面のほうをご覧いただきたいと思いますが、６のほうでは審議会に会長及び副会

長を置きまして、委員の互選によって定めるとすること。 

  それから、７は会議の運営についての規定でありますけれども、補足に記載いたし

ておりますとおり、会議は定例的な会議のほか、必要に応じて開催していくというこ

とになるものと考えております。 

  ８の庶務でありますが、各地域審議会の庶務は、当該区域の本所及び支所がその事

務を取り扱うとするものでございます。 

  ９はその他の規定ということでございます。 

  以上でございますけれども、当然地域審議会の設置につきましては、手続的には合

併協議会の協議を踏まえまして、７市町村のすべての合意によりまして、審議会の設

置議案を市町村議会に提出いたしまして、議会の議決を経て市町村長の協議書を作成

し、告示をするということで決定をすることになります。本日は、前回の合併協議会

の説明に加えまして、審議会の設置に必要な基本的な事項につきまして提案をさせて
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いただきましたので、本日さらに協議を進めていただき、またそれぞれの市町村議会

でもいろいろご検討いただきまして、事務局としましては、来月の合併協議会で集約

をできればお願いいたしたいと考えております。 

  以上のとおりでありますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

〇富塚陽一会長 本件につきましては、ただ今説明したとおりでありますが、地域審議

会の設置については、必要だという含意でいろいろご議論いただいてまいったと思い

ます。それで、きょうは運営小委員会でもその必要性について正式にお諮りをして、

そこで意見の一致を見、きょうまたここでご提案申し上げるということでございます。

運営小委員会では一応議論していただきましたが、なおここで皆さんから、私の受け

止め方としては必要だという含意でのご発言が多かったと思いますが、改めてまず地

域審議会について必要であるということについて皆さんのご同意いただけますでしょ

うか。 

 

  （「異議なし。」という声あり） 

 

〇富塚陽一会長 それでは、それを前提としてきょう提案いたしました具体的な案につ

いて…。 

どうぞ。 

 

〇本城昭一委員 ３月にこの問題が初めて出たわけです。小委員会の中の話題としては

出ていたという報告はあったわけですが、この場にその問題が出たのはそのときが初

めてであります。したがって、鶴岡としてはこれを持ち帰って検討する、こういう意

思表示をしていたはずでありますので、その結果を報告しないと、何のためにやって

きたのか意味がない。その報告を聞いていただきたいと思います。 

 

〇富塚陽一会長 申しわけありません。どうぞ。 

 

〇本城昭一委員 鶴岡もこの件については各会派に持ち帰っていただいて、また持ち寄

って、また持ち帰って、また持ち寄ってという、２回特別委員会を開いております。

そして、この問題がこの会議で取り上げられた場合はこういう意思表示をしましょう

という確認をしてきたところであります。結論から申し上げますと、地域審議会の設

置に反対するものではありません。ただ、議論の中で鶴岡市にこの審議会を設置しな

いと合併に対して住民が不安を持つのかと、そういう意見が非常に多かったんです。

何をやるのかと、こういうことです。いろんな委員会があるものですから、何を一体

やるのか、審議するのか、こういう疑問点が多く出されました。ただ、そういうこと

はありますけれども、やはり各町村さんが不安に思っていることは事実ですし、我々

にも全然先が見えないわけで、不安がないわけでありませんけれども、そういう意味

で鶴岡の特別委員会としては、積極的ではありませんけども、その審議会の設置は認

めていくと、こういう結論になったということを申し上げたいと思います。各委員そ

れぞれいろんな意見がありまして、まとめ切れなかったんです。だた、それを私はこ

こで報告するというふうに約束をしてきましたが、数人の委員の意見を一つ一つ申し
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上げても、これは会議を混乱させますので、鶴岡市としては積極的ではないけども、

この地域審議会の設置に同意すると、こういう結論になったということだけは申し上

げておきます。 

 

〇富塚陽一会長 どうもありがとうございました。手順間違えまして、大変申しわけあ

りませんでした。とにかく設置することについては合意をいただいたというふうに思

いますので、改めてご同意をお願い申し上げます。よろしゅうございますでしょうか。 

 

  （「異議なし。」という声あり） 

 

〇富塚陽一会長 それでは、あと具体的にどういう中身で、本当に住民の声を反映させ

るような仕組みになっているかどうか、さまざまな点で議論はあると思いますので、

これからいろいろそれぞれにおいて具体的に検討していただいて、まだ時間あります

ので、きょうの案は一つの提案、事務局の案でありますので、どうぞ十分ご検討いた

だきたいと思いますが、何か今の時点で疑義がありましたらどうぞご遠慮なく。 

 

〇井上時夫委員 朝日村の井上です。 

  うちの場合は、この前出されました設置期間５年、ここのところはきょう出されま

したようにぜひとも１０年にしてほしいと、そういう意見が多くありましたし、所掌

事務に対しても、（１）の市長の諮問に応じて審議するというのはいいですけれども、

きょう出されました（２）、必要と認める事項について、市長に意見を述べることが

できる、これをもう少しインパクトを強くできないかという声が出ました。例えば２

番目ですけれども、「上記以外の審議事項についても市長に意見を具申することがで

きる。」のようなちょっと強目な文言にできないかというのも出ましたので、ひとつ

ご検討をお願いしたいと思います。 

 

〇富塚陽一会長 ありがとうございました。 

そのほかにどうぞ。 

 

〇本城昭一委員 先ほどの報告の中に入れるべきであったのかもしれませんが、この審

議会の議論の中で任期の問題、この間１０年というお話もここで出たというのを報告

いたしたところでありますが、新たに議会の議員で新体制がスタートするわけです。

議会の任期は４年なわけですので、やはり新たに選ばれた体制で４年間やって、そし

て問題があれば改正、あるいは必要であればまた４年にするとか、５年にするとか、

そういう段取りでないと、最初から１０年という枠をかけてやるのはちょっと問題が

あると、これが私ども鶴岡の考えです。５年というのが非常に適切である。４年の任

期を全うして、そしていろんな問題があればさらに改善していく、これは議会の役割

であり、行政の役割でありますので、それを１０年先まで枠をはめるべきではない、

こういう意見であります。 

  それと、委員の人選ですが、言い方が問題だろうと思うんですが、組織についてを

見ますと大体名前が浮かぶんです。自治組織、町内会連合組織、駐在員組織、ＰＴＡ

組織から出すと、こういう文章になっているものですから、鶴岡の場合、大体誰が出
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てくるかなと頭に浮かぶんです。その辺はやっぱり、この問題については私はあまり

同意できない。もっといろんな年代、階層、生活一般、そういうところから選ぶとい

うのが、４年間の大きな役割ではないかなと思うもんですから、公共団体が悪いとい

うわけではありませんが、概して行政のいろんな諮問とか審議会とか、そういう場合

のメンバーというのはどうも固定されてきているもんですから、これは逆に市民が関

心を持たない結果になるんじゃないかなということで、これを進める中ではこの問題

についてもっと深く検討していただきたいというふうに思います。 

 

〇富塚陽一会長 ありがとうございます。 

 

〇中村博信委員 今回地域審議会を設置する方向が決まったわけであります。それで、

中身について本城委員から設置期間５年にして、その後必要あればということですが、

このことについて我々も議論がありましたが、先ほど朝日村の井上さんから話ありま

したように、５年に決めて延長ということになれば１０年ですので、この際まず１０

年ということにさせていただきまして、何も差し支えないのではないかなというふう

に思いますし、その中でこのような組織が必要でないような状況になれば畳んでもい

いわけですので、まず私としては、いろんな不安がありますので、１０年間というこ

とで載せていただければというふうに思っておりますので、ご理解をお願いしたいと

いうふうに思います。 

  それと、もう一つ、委員の人数でありますが、１５人以内というようなきょうの提

案でありますが、これから各地域に持ち帰って議論するわけでありますけれども、羽

黒町の場合、振興審議会という組織があります。二十二、三人だというふうに思いま

すけれども、なかなかいろんな民間の方々ですので、都合が悪くて出席できない人が

いつでも五、六人出てくる状況です。そういう状況ですので、１５人というのは私は

少ないのではないかなと思いますし、もうちょっと幅を持たせたほうがいいのではな

いかなと思いますので、参考までに発言させていただきました。 

期間については、本城さんの言っていることにつきましてわかりますけれども、大

体の町村の方々はそのような考えですので、１０年で差し支えないわけですから、だ

めならやめてもいいわけですから、そういう取り扱いをお願いしたいと思います。 

 

〇富塚陽一会長 どうもありがとうございました。 

 

〇本城昭一委員 中村町長さんに私は反論をするつもりはありませんが、新しい体制の

スタート、議会は４１名で、選挙区でスタートします。４年たったら全部オープンで

３４名の議会構成、こういう変化があるわけです。それを踏まえて１０年先まで拘束

するというのはやっぱり私は問題だなと。そのときに新しい体制でまた議論すべき、

そう言っているのです。この考え方が間違いであれば違うかもしれませんが、そうい

うことだろうなと私のほうでは思っております。 

 

〇富塚陽一会長 ありがとうございます。ほかにどうぞ。いろいろ活発なご意見ありが

とうございます。 
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〇成田光雄委員 ただ今地域審議会の設置に関してご提案なっているわけであります。

それぞれの１から番号載っておりますが、先ほどどなたかからも出ました意見の中に

所掌事務、（２）の必要と認める事項について、市長に意見を述べることができる。

そして、ずっといきますと９番のその他、その他必要事項は、市長が定める。それぞ

れ載っておりますが、この中身はいつまではっきりするのか、その辺期間ですけども、

その必要な事項というものはどういう範囲のものなのか、いつごろまで決まるのか、

その辺教えていただきたいと思います。 

 

〇富塚陽一会長 事務局。 

 

〇佐藤智志事務局次長 ３の所掌事務の必要と認める事項、これは審議会がスタートを

して、その審議会の中で必要と認める事項については、市長に意見を述べることがで

きるという規定でございますので、あらかじめかくかくしかじか決まっておる、ある

いはいつまで決めるという内容ではなくて、実際に走り出してから、その都度の情勢

なり、地域の要請に応じてこれは出てくる場合があるんだというふうに理解をいたし

ております。 

  あと９のその他の必要な事項ということについては、これは一般的にいろんな団体

を設置した場合のいろいろな庶務的なことについて、いろいろ細かな規定が必要な場

合定めると。例えば、公印を使う場合、こういうふうに管理するとか、そういった事

務の細かなことでございますので、これは事務方の各支所における執行部のほうにお

任せをいただきたいというふうに思いますし、なおこの点で今後皆さんにお知らせす

る必要がある内容があるとすれば、改めてまたお知らせをさせていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

〇成田光雄委員 ただ今の説明では必要な事項という内容がはっきりしていないわけで

すが、その都度問題が発生したらそれぞれ検討して決めるということでありますが、

やはりある程度の内容あるいは項目を決定しておかないと、すべて同意するというこ

となりますとこれも問題がありますので、ある程度の大きいことだけは出していただ

きたいなというふうに思います。 

  それから、組織について先ほどどなたかからも出ましたが、それぞれの自治会の連

合組織とか、ＰＴＡとかそれぞれありますが、やはり先ほどの新市の名称と同じでご

ざいまして、物事を決めるときは一つの公募も中に入れてやっていく必要があろうか

なと、このように思います。いずれの団体におきましても、組織というものは、観光

団体にしましても公募を通してやる気のある、そういう方を中に取り込んで、夢と希

望のある、そういうものにしていく必要があろうかと思いますので、４番の組織につ

いても公募を入れたほうがいいのではないかと。ＮＰＯ法人等という「等」に入って

いるのかもしれませんが、そういうふうにしたらどうかなと思いますが、その辺の考

え方はどうですか。 

 

〇佐藤智志事務局次長 所掌事務でございますが、繰り返しになりますけれども、これ

は審議会がスタートいたしまして会長以下審議会を構成するわけですけれども、その

議論の過程において、審議会として何か市長に意見を申し上げなければならないとい
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うことが発生した場合は、意見を申し上げてよろしいですよという規定でありますの

で、あらかじめかくかくしかじかこういうことについてできるということを逆にこの

場で決定してしまう、あるいは審議会の審議を制約するということは、ちょっといか

がなものかというような感じもしますので、これは審議会の自主性において、必要が

あれば市長に意見を申し述べることができるという規定にしておいたほうがよろしい

のではないかというふうな理解でございますし、なお皆さんからいろいろご意見を頂

だいしたいというふうに思います。 

  それから、組織の関係ですけれども、確かにいろんな審議会等におきましては、い

ろいろ公募等の事例が増えておるわけでありますけれども、今回の私どもとしまして

は、今後皆さんのご審議の経過、意見を踏まえまして、決定をされていくものだとい

うふうに理解いたしておりますけれども、現時点では広範な皆さんの意見を代表する

各団体の委員によって構成したほうがよろしいのではないかと。公募となりますと、

またその公募の基準でありますとか、応募された方をどういうふうに選定をされるか

といった選定の公平性という問題もいろいろ議論になるのかなという感じしますし、

その辺も含めてこの協議会ですべて公募の選定基準でありますとか、そういったもの

も議論するというのはなかなか大変なことなのではないかという考えもございます。

いずれにしろ広範な住民を代表する各団体の代表の方々でよろしいのではないかとい

うふうに考えていますけれども、なお皆さんのご意見をいただいて、またそれは整理

をさせていただきたいというふうに思います。 

 

〇富塚陽一会長 いろいろご意見ありがとうございました。どうぞほかに。 

  なお、きょういただいたご意見はご意見として大変貴重なご意見だと思いますが、

実態的にその必要性、どうあったらいいかという具体的な構想を詰めさせて、その上

でご発言、ご提案の内容についてどう実際の活動、どんな活動をさせるのか、どんな

人をメンバーにしたらいいのかとかというのを比較検討させながら、ご判断いただけ

るよう事務方に指示いたしますので、次回までまたお待ちをいただければというふう

に思います。 

  なお、この関連で、例えば成田さんのお話のように、市長が必要と認めたものと書

いてあるのは、よくわからないから書いている点もありますので、これは絶対に書け

というのがあれば出してもらっていいんです。これはちゃんと言われるのだという、

表題がはっきりしていれば、ただそれ特定しにくいもので、ここで必要と認める事項

でないとほかは協議されないことになるものだから、自由に必要に応じて事態に弾力

的に協議できるようにする意味での条項であって、市長が勝手に決めるのだという、

そういう規定ではないのですから、そこはご理解をいただければと思います。 

 

〇齋藤 久委員 地域審議会の設置期間について、一、二食い違った意見ありましたけ

れども、この地域審議会の設置についてはいろいろ専門小委員会でも議論してきまし

たけれども、この説明書の上のほうに理由は書いてありますが、地域改革をどうする

かという大きな意味も私はあるのではないかというふうに思います。合併の目的にも

含まれていると思いますけれども、これから住民参加をどのようにして向上させるか

というようなことを考えると、どうしても地域審議会は必要で、地域内分権を進める

ためにも、地域審議会の期間というものは長いほうがいいと思いますので、私は１０
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年に賛成いたします。 

 

〇富塚陽一会長 今のご意見はご意見としてありがとうございました。 

  申し上げたとおり、これから具体的にどういうことが中身だろうということを検討

させて、さらに今いろいろご意見いただいた中をどう整理されるか詰めさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

  ほかにありましたらどうぞいつでも事務局に、あるいは町村長さんを通してでもご

提案いただければありがたいと思います。とにかくどうやっていい機能を果たすよう

な組織機構になるかということを考えていますので、それに合うようになるべくいろ

いろご意見をいただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

では、この案件につきましては、そういう含みで、できればこの次あたりで大体決

めたいものだなと思いますので、そんなことでご理解、ご協力を賜りますようにお願

いして、本件の質疑はこれでよろしいでしょうか。 

 

  （「はい。」という声あり） 

 

〇富塚陽一会長 ありがとうございます。 

 

（４）議案第１６号 平成１５年度庄内南部地区合併協議会歳入歳出決算について 

〇富塚陽一会長 それでは、引き続きまして１５年度の協議会の決算につきましてご審

議をお願いいたします。 

  事務局説明してください。 

 

〇石塚治人事務局総務課長 横長の資料をご覧願います。 

  先に予算につきまして申し上げます。当初予算は、市町村からの負担金２，７３２

万４，０００円、県交付金５００万円、この二つを主要な財源としまして、総額３，

２３２万６，０００円でスタートしております。その後、前年度よりの繰越金を財源

としまして、８月に電算システム統合調査委託費３１５万円、１１月に例規整備の委

託費９０万円、合わせて４０５万円の補正をさせていただいております。現計予算が

３，６３７万６，０００円となったものでございます。 

  以下、主な科目につきまして決算の状況を申し上げます。まず、歳入でございます。

７市町村の負担金、県交付金とも予算同額を収入しております。前年度の繰越金は、

５５７万８，５９２円でございまして、予算に対しまして１５２万７，５９２円の増

となっております。収入総額が３，７９０万２，８０４円となったところでございま

す。 

  次に、歳出でありますが、まず報酬でございます。合併協議会、また専門小委員会、

議会議員定数等検討小委員会、そういった会議の開催等の委員報酬というようなこと

で２６６万６００円を支出しております。複数の会議を同一の日に開催するというこ

とが多かったこともありまして、６８万円ほど不用額となっております。 

  次に、報償費でございますが、先進地視察の際の謝礼、また専門部会への講師招聘

の謝礼、そういったもので４９万２４５円を支出しております。先進地の視察、また

講師招聘、いずれもそれほど多くなかったといったようなことで１８０万円ほどが不
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用額となっております。 

  旅費でございますけれども、協議会等開催時の費用弁償、また先進地視察、講師招

聘のための旅費ということで、１０６万６，２９６円を支出しております。これも先

ほど申し上げましたように、会議の同日開催が多かったというようなこと、また先進

地視察、講師招聘も少なかったというようなことで３２６万円ほど不用額になってお

ります。 

  次に、需用費でありますが、消耗品費、燃料費、食糧費、印刷製本費、そういった

ようなことで、その内訳も記載しておりますけれども、会議資料の作成、事務局の事

務、専門部会、分科会での資料作成、また会議開催時の昼食等、さらには協議会だよ

り等の印刷製本というようなことで、合わせて６６７万１，４０３円ということで支

出をしております。これも専門部会、分科会での資料作成、コピー代、用紙代等少な

かったといったようなことで、３３２万円ほど不用額となっております。 

  役務費でありますけれども、会議資料の郵送料、また会議での白布のクリーニング

代、そういったような費用でありますけれども、郵送が非常にかさんだといったよう

なことがありまして、予算に不足を来たしまして、旅費のほうから８万１，２９１円

を流用いたして対応しております。 

  次に、委託料でありますけれども、ホームページの作成、電算の統合調査、また会

議録の反訳、例規整備の委託というようなことで５３３万７，９３４円を支出してお

ります。会議録の反訳で、非常に急いで会議録をつくるというようなこともございま

して、そういったときに委託をしないで事務局で行ったというようなことがありまし

て、委託料が減っております。また、例規整備の委託料も予定価格を大幅に下回った

といったようなことで、２５０万円ほどが不用額となっております。 

  次に、使用料及び賃借料でありますが、会議の際の会場使用料、パソコンのリース、

また事務局用車両のレンタルといったようなことでありますけれども、これに１５８

万９，０６８円を支出しております。これも会議の同日開催が多かったといったよう

なことと、できるだけ公共施設を会場としたというようなことがありまして、ここで

も１５９万円ほど不用額となっております。 

  支出総額としまして、２，２２２万９，２３６円となったところでございます。 

  欄外にありますように、収入支出差引残額は１，５６７万３，５６８円となりまし

て、これを平成１６年度会計へ繰り越すというものでございます。 

  以上のとおりでございますので、ご審議の上、ご認定くださいますようお願い申し

上げます。 

 

〇富塚陽一会長 ただ今の収支決算につきまして監査をいただいております。 

  ご苦労ですけれども、監査委員の方にご報告をお願いいたします。 

 

〇難波鉄雄監査委員 それでは、私から監査報告を申し上げたいと思います。 

  去る５月２１日、清野監査委員と一緒に監査いたしました。その報告書を決算書の

裏に載せておりますので、朗読して監査報告に代えたいと思います。 

  監査報告書。庄内南部地区合併協議会規約第１４条の規定に基づき、平成１６年５

月２１日、平成１５年度庄内南部地区合併協議会歳入歳出決算書及び証拠書類の内容

につき監査を行ったところ、いずれも適正に処理されておりましたので、ご報告しま
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す。平成１６年５月２１日。庄内南部地区合併協議会会長、富塚陽一様。庄内南部地

区合併協議会監査委員、難波鉄雄、同じく清野均。 

  以上でございます。 

 

〇富塚陽一会長 ありがとうございました。ご苦労様でした。 

  以上１５年度の決算につきましてご報告を申し上げました。 

  何かご質問、ご意見ございましたらお願いいたします。 

 

  （「なし。」という声あり） 

 

〇富塚陽一会長 なしというお声がございますので、ただ今監査委員からの監査の結果

についてご報告いただきましたが、原案のとおり承認いただくことでご異議ございま

せんか。 

 

  （「異議なし。」という声あり） 

 

〇富塚陽一会長 ありがとうございます。 

  さよう決定させていただきます。 

 

（５）その他 

〇富塚陽一会長 次に、その他でありますけれども、私からちょっとお話し申し上げま

すが、前回の協議会で本城委員から主要事業について専門小委員会で協議する必要は

ないかというご発言がありまして、私のほうから各小委員長さんにご相談するように

申し上げておって、前回はそういうことになったのでありますが、その後につきまし

て事務局からその経過を説明してください。 

 

〇斎藤雅文事務局調査計画主幹 新市建設計画の主要事業の取り扱いについて、ご報告

させていただきます。 

  会長よりもご説明ございましたけれども、前回の第２０回協議会で選定いたしまし

た件について事務局のほうからご説明させていただきました。それにつきまして専門

小委員会でさらに説明、協議すべきとのご意見もありましたことから、事務局にこの

取り扱いについては専門小委員会の委員長さんと協議するようにとご指示を受けてい

たところでございます。それで、三つの小委員会の委員長さんには大変ご苦労をおか

けいたしましたが、６月８日にお集まりいただきまして、ご協議いただきました。そ

の結果、専門小委員会での説明は行わないことにするとご協議いただいておりますこ

とをご報告させていただきます。 

したがいまして、主要事業につきまして改めてご意見等ございましたら、この協議

会におきましても、皆様から頂だいいたしたいところでございますし、事務局といた

しましては、次回の協議会におきまして一定の建設計画としての集約を進めてまいり

たいというふうに考えておるところでございます。 

  以上でございます。 
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〇富塚陽一会長 事務局ではそういう指示に基づいた経過を報告しましたけども、本城

さん、いかがでしょうか。まずこんなことでご発言の趣旨にかなったでしょうか。 

  なお、主要事業についてはここで提案しているものは永久に変わらないわけでもあ

りませんし、ただし非常に尊重されるべきだけども、必要においてまた変えることも

十分それはあるのでないかという含意もあって、おそらく小委員長さんもことさらに

説明してもらうまでもないというようなお気持ちではないかと私は推察をいたします

が、そのようなことできょう本城委員からご了承いただきましたので、ご報告させて

いただきます。 

  その他何か事務局…。どうぞ。 

 

〇冨樫栄一委員 羽黒町の冨樫です。よろしくお願いします。 

  承知していると思いますので、私のほうから申し上げておきます。法定協の委員の

皆さん方もマスコミの報道等でご存じのとおりと思いますが、羽黒町議会６月定例議

会で議員発議で南部法定協から離脱する発議が提出され、結果的に８対９ということ

で否決されました。会期中に市町村合併調査特別委員会を開催し、審議いたしました。

合併の進め方について町民がまだ理解していない、将来に不安があるなど意見が出さ

れました。中でも合併には反対ではないが、もう少し時間をかけて町民に説明して不

安を取り除くことが大切でないかというような意見が出されました。そこで、今国で

は合併特例法を改正し、１６年度中に合併することを議決すれば１年の延長もできる

ことから、合併の期日を１年先に延ばして、町民に説明し、理解を求めることが大切

であるというような合併調査特別委員会で意見が出され、羽黒の結論めいたことにな

りました。そこで、羽黒町議会といたしましては、合併の期日を何とか１年延長する

ことを提案したいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

 

〇富塚陽一会長 法律の改正に伴ってそういう提案もあり得ると思います。きょうのと

ころはご意見として承っておくことにとどめさせていただきますが、ありがとうござ

いました。 

  ほかにどうぞ。 

 

〇菅原 元委員 今の合併の期日ではないですけども、先ほどの新市の主要事業の中で

それぞれ地域から出た重要事業につきましては異論のないところですけども、例えば

特定事業、このことをどう理解していくのかということで、このことをちょっと協議

していただきたいと思います。 

特に私も第三小委員会の委員長ということで、この主要事業につきましては、説明

を受けて協議をしないということで決定したわけですけども、特定事業のあり方、つ

まり広域で物事を考えるという事業のあり方については、やはりどこかの状況で協議

をしていかなければならないと思いますけども、この点いかがでしょうか。特に今庄

内の議長会では県民のスポーツセンターを誘致しようという動きがあります。そうい

うことで、この新市でもそのスポーツ施設を特例債を活用して広域的にやっていこう

とすれば、それとの関連をどうするのか、さまざまな課題があろうと思います。そう

いうことで特定事業の協議をする場というのは必要であろうかと思いますけども、そ
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の点いかがでしょうか。 

 

〇富塚陽一会長 主要事業は確かに重要なことでありますので、もちろんきょうのご提

案につきましてはなお運営小委員会に諮りますけども、重要な案件についてはそれぞ

れ専門小委員会もあるわけですので、必要があればそういうところで行っていただく

ということも当然必要と思いますので、十分検討させていただきます。 

スポーツ施設だけですか。 

 

〇菅原 元委員 例えば。 

 

〇富塚陽一会長 例えばでなく、やっぱり具体的に言ってもらうと、何もかも皆だと…。 

 

〇菅原 元委員 庄内全体でも今そういう運動をしていますし、庄内南部でもそういう

スポーツ施設等の考えがあるとすれば、例えば運動としてのインパクトのあり方も違

うと思いますし、将来の新市の夢や希望を持ちながら、この間本城さんが話しており

ましたけれども、そういう夢も語られるようなものも全体で話し合いをしていかなけ

ればならないのではないかということで提案したわけであります。 

 

〇富塚陽一会長 ありがとうございます。何かありましたら具体的に提案いただくと張

りが出ます。何でも具体的に提案ありましたら、どうぞご遠慮なく出してください。

大変結構なご意見でありがとうございました。 

その辺事務局もよく検討してください。委員長さんにもよく相談してください。 

  ほかになければ、きょうは大変長時間ご苦労おかけしましたけれども、これで協議

会を終了させていただいてよろしゅうございますか。 

 

  （「はい。」という声あり） 

 

〇富塚陽一会長 それでは、事務局に返します。 

 

４ 閉   会（午後３時３６分） 

〇芳賀 肇事務局長 長時間にわたりまして、ご協議どうもありがとうございました。 

  それでは、これをもちまして本日の協議会を終了させていただきます。どうもあり

がとうございました。 

 


